駐車場数トップなのになぜ？

大阪名物「三重駐車」の謎
　違法駐車は大阪が全国一位。違反取締件数もレッカー移動も全国の約十五パーセントを占めている。もっとも、交通違反全体でも全国の約八パーセントでワーストワンだが、それにしても駐車マナーの悪さはハンパではない。


　駐車場がないのかといえば、そんなことはない。駐車場の数は全国トップなのである。しかし、巨額の投資をして中心部に大きな駐車場をつくっても、利用者は少なく、いつもガラガラ状態。とくに、船場付近や御堂筋界隈の市内中心部で、その傾向が目立つ。


　これと対をなす光景といえるのが、道の端からそのとなりの車線、そのまたとなりの車線と三列に駐車する、大阪名物「三重駐車」だ。


　内側に閉じ込められた車の人はどうするのだろうと思ってしまうが、当の大阪人にいわせれば、「アレにもちゃんとルールがあるのや。内側に停めとる人は朝まで車を動かさん人や。つまり、夜の商売の人っちゅうことやな。三重駐車だ、出られんって文句いうたり騒いだりしよるのは、決まってよそから来た奴らや」

停車場數全國居冠，為何卻…？
大阪特景「三排停車」之謎
    大阪違規停車居全國之冠。違規取締件數、違規拖吊，兩者都約佔了全國15％。雖然整體交通違規的比例也佔了全國8％，與違規停車一樣都是全國最糟的，不過停車禮儀還真的是糟糕透頂了。


   是因為沒停車場嗎？倒也沒這回事，因為大阪停車場數量是全國第一的。但是，即便投入巨額資金在市中心建造大型停車場，使用者卻寥寥無幾，經常空蕩蕩的。特別是在船場附近或御堂筋一帶的市中心地區，這種現象更為明顯。


    能與此情形匹敵的是大阪特景「三排停車」──車子從路的一旁並排停到外線道，甚至再隔壁的線道。


    我們會想那被堵在內側的車主怎麼辦呢？但大阪當地人卻說：「那也是有規則的呀！停在最內側的是到第二天早上都不會移動車子的人，也就是夜晚討生活的人哪！會在那裡抱怨說『停這麼多排，怎麼出來啊？』而引起騷動的肯定是從外地來的傢伙啦！」
ということで、誰が何時頃車を出すかも断できないようでは三重駐車する資格ナシということらしい。


さて、なんとも手に負えない大阪の違法駐車だが、かつて一時期だけ大幅に減ったことがある。一九九五(平成七)年にAPEC（アジア太平洋経済協力会議）が大阪で開かれたときのことだ。世界の首脳にはこれは見せられないと警察は思ったのか、違法駐車を減らそうと広報活動や取り締まりに力を注いだ結果、この時期だけは違法駐車が激減した。


しかし、それが終わればすぐに元通り。

かくして、注意されると「なんでワシだけ怒られるんや？」と逆にくってかかる違反者と、それを取り締まる警官のイタチごっこは続くのである。
所以，誰大概什麼時候會移動車子，連這都無法判斷的人，似乎是沒資格跟人家三排停車的。


    且說，實在令人束手無策的大阪違規停車，曾有一段時期大幅減少。那就是平成7（1995）年在大阪召開亞太經濟合作會議（APEC）的時候。不知道是不是因為警察先生們覺得不能讓世界首腦們看到這樣的景判
象，所以致力於宣導活動與取締以圖能減少違規停車。結果，也就只有那個時期違規停車的數量大幅減少。


    但會議一結束，馬上又恢復原狀。
    於是，警察與違規者之間不斷重複上演著無謂的劇碼—一方進行警告與取締，一方極力辯駁道：「為什麼只針對我？」
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